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琉球における松喰虫の支配種と生活の調査研究

国
士
口 清　　保

　　　　　　The investigation of the chief species of pine beetle and its living

　　　　in the Ryukyus.　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　By Seiho Kuniyoshi

　　　l.は　し　が　き

琉球林業の根幹をなす琉球松は経済林としては勿論、各種保安林の植栽用として昔

から保育されて来たことは衆知の通りである。然るに戦後琉球の森林に数多くの害虫

が発生したが、その中でも最近特に琉球松を害して枯死させているのが松喰虫で、琉

球森林害虫の代表的なものである。松喰虫が大発生し琉球各地に蔓延して年々至所に

著しい被害が認められ、住民経済にも多大の影響を与えている。松喰虫は琉球林業の

立場から朕めて重要な問題であり琉球林業の復興は松喰虫の鎮圧が先決問題とまでい

われる位である。該害虫を駆除するには的確な防除対策が必要であり、尚叉その害虫

の習性を良く理解しなければ完全なる害虫駆除は出来ないことは当然である。松喰虫

の種類も数が多いので筆者は琉球松に最初に侵入して害を与えて枯死に至らしめる種

類（即ち支配種）の松喰虫を明らかにするため調査を行った。叉同時に本害虫（支配

種）について駆除の指針ともなるので経過習性について調査を行ったが、人的不足及

び調査費用の僅少と調査日数が短いので未だ不完全ではあるが、とりあえず現在まで

の観察した結果の概要を記して林業者は勿論一般住民の参考に供したい。

　　　2･｡調　査　方　法’

　琉球松の老木及び衰弱木又は幼令木が殊に多い処で将に枯死せんとするもの及び枯

死して日なお浅いものについて、伐倒して本幹において根際面を起点としてｌｍ毎に

１０ｃｍ２を剥皮して、いかなる種類の虫が寄生しているかを調査した。叉松喰虫類の被

害を蒙り完全に枯死したもので成虫が外界に飛び出したもの’に対しても剥皮して最初

に寄生したものと次に寄生したものにっいても食跡の判然とするものにっいては出来

る限りあらゆる角度から調査をした。なお南明治山においては、健全木を伐倒し餌木

を設置して１ヶ月後に最初に寄生する松喰虫類について調査を行った。調査にっいて

は根際面を起点としでｌｍ毎に５ｃｍの長さに玉切りして樹皮を剥ぎ皮下の虫別に成

虫、蛸、幼虫数について調査をすると同時に枝にっいても適当な処を５ｃｍの長さに

玉切り剥皮して上記の方法によって虫数を検定した。南明治山における餌木設置調査

は最初に襲来する松喰虫と最初に好んで穿孔する箇所について調査を行った。なお経

過習性を知るため上記のように野外観察と同時に室内飼育も併せて誦査々行っ7こ。

　　　3.　キイロコキクイムシの飼青法

　飼育は試験場の試験室内の日光の直射しない机上で行った。飼育容器として口径５

　　　　　　　　　　　　　　　　　　－１－



cｍ高さ８ｃｍのもの及び口径４ｃｍ高さ８ｃｍの２種のガラス製蓋付円筒を使用した。

両方とも直径２～ろｃｍの健全な琉球松を長さ５ｃｍに玉切り｡し、それを１個宛両方の

飼育瓶に入れ各飼育瓶毎にキイロコキクイムシを10頭宛入れて飼育しすこ。

　玉切りしすこ木があまり生なものを使用した時はガラスに雫がっくので毎日午前、午

後２､回に亘り適宜蓋を開けて乾湿の調節をし7こ。キイロコキクイムシは乾湿に対して

抵抗力は非貧に強いようであるが雫の多い時はこれに附着して死ぬことが多い。キク

イムシ科の習性からして生の松木より少しく枯れた方が成績が良い。叉生の松木を玉

切りして沸騰湯にろ分位っけて後２～ろ日してから穿孔せしめたが、菌が附着して成

績が悪く途中で中止した。叉健全木を伐倒して玉切り後２ヶ月目に餌木として使用し

すこものは極度に乾燥し7こ関係か穿孔し7こものは少く、これも途中で中止せざるを得な

かった。餌木として使用するものは採集してから気温の高い時は５日位又気温の低い

時は1〔〕日位経過し7こ方が成績は良いように思われた。穿孔はその日から開始するもの

が多く、叉中には５日位餌木の上を這い廻っているものもあり、一定しないようであ

る。なお穿孔状況は排出され、木屑によってわかる。

　飼育容器は大きい方が便利で成績も良いように思われた。キイロコキクイムシが外

界に飛出す時間は季節によって相違はあるが、その日の気温が一番高い午後１時頃か

ら５時までのように見受けられ気温が低くなると穿孔内に入る。

　　　4.　飼　育　経　過

　キイロコキクイムシの飼育にっいては始めてなので同一状態の試験材料を多数準備

飼育して成虫を投入してから10日毎又は5[J毎に1剥皮して発育状態を調査した結果同

一母坑内に幼虫の大小及び幼虫と蛸が共に生存していることからして産卵は１回にさ

れずに母坑の状態によって数回に亘り産卵されるものと思われる。 1954年７月15日に

成虫を投入したものはＺ月25日に剥皮して調査した結果幼虫が生存し、8;月２日には

成熟した幼虫となり、ヽ8月12日面は多数の蛸及び新成虫が生存していた。　3^1955年

7､｡月二虹日･応成虫を投入したものは７月９日に剥皮して調査し7こ結果多数の卵と小数の

幼虫が生存し、７月14日には中熟した幼虫となり、ア月19日には完熟幼虫と蛸が生存

しぶ７月24日には多数の蛸と新成虫が生存していた。上記の方は10日おきの調査で下

記のガは･ら日‘おきの調査であるが、これは温度に支配されることが大きいようであ

る。なお15月２日に投入し7こものは５月ア日には全部卵で５月12日には多数の幼虫が

生存し、５月22日には蛸となり、５月2Z日には多くの新成虫及び蛸が生存じていた。

母虫と新成虫が共棲している状況よりして母虫が一時外部へ飛出すのは産卵の目的か

食物の関係か又その他に条件があるめか、今後研究を要する問題と思う。昆虫の越冬

は気象状況によって大いに左右されるが琉球においてはキイロコキクイムシの産卵時

期及び越冬状態は非常に不正確なもので年中成虫、蛸、幼虫が生存しているが12月末

になると幼虫は少いようである。　　　　　　　　　　　　　　　　－

　上記のように室内飼育して10日毎に調査したもの及び５日毎に調査した結果では調

査回数が少いので正確とはいえないが、大略次の通りである。なお本調査は母虫が穿

　　　　　　　　　　　　　　　　　－２－



孔開始してから新成虫が発生Lリこ日までを計算したものである。

　キイロコキクイムなの経過

Ａ， ７月(1954年)の調査(10日おきに調査したもの)

Ｂ　ア月(1955年)の調査

Ｃ　５月(1955年)の調査

(５日おきに調査したもの)

(５日おきに調査したもの)

　Ａの7.月分は10日おきに調査したものでその日数はろ0日でＢの７月は５日おき比調

査したもので、その経過日数は20 H になっている。これは最低日撒であり夏季の経過

は５月の調査のように25日が平均になると思われる。経過習性と温度は密接な関係が

あり温度が低くなるにっれて産卵数が少く又生育日数も長くなって行くようである。

な'お各月別における穿孔開始して産卵より新成虫発生までの温度、湿度の関係は別紙

調査表の通りである。　　　　　　　、

※8.9.10.11月は幼虫の生育状態によって経過を算出した。
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新成虫

新成虫

　　Ａ　穿孔について

　穿孔は切口及び傷口から主に穿7これ、雌雄共に生存している。先に穿孔するのは雌

雄の何れか未だ確認していないので今後研究する余地があるが、穿孔内で木屑を外部

｡に排出しているのは雄であると思われる。

　　Ｂ　交　　　尾

　室内飼育中交尾は１回も確認しないが剥皮して発育状況を検する場合、１母孔内に

雌雄一対が生存している状況より判断して交尾は母孔内で行うのが普通のように思わ

れる。

　　Ｃ　産　　　卵

　産卵は前に述べた通り１回に産卵せられるものでなく穿孔しながら母孔印こ数卵塊

状に産卵されるようで塊状に２回産卵せられたのも数多く見受けられた。

　１母虫の産卵数は一定していないが現在までの観察の結果では夏季に平均20個位で

夏季と冬季では産卵数は異るようで夏単の方が産卵数は多く冬季は少いように見受け

られる。

　　　５．野　外　観　察

　前述の通り調査木としては、将に私死せんとするものと叉枯死して日なお浅いもの

でなければならないが、現在まで８ケ村の内20本を選定して別紙松喰虫被害調査表の

通り実施した。被害木診断の主要点は下記の通りである。

　　　　　　　　･記

　　１．松の葉の固有の色素

　　2．樹冠内の枝の枯死状態

　　　　　　　　　　　　　　　　　－９－



　　3.樹脂の胤出の有無

　　4.木屑の排出の状況

　　5.孔口の状況

　なお被害木は伐倒して根際を起点としてｌｍ毎に10cm2を剥皮し、虫別に成虫、蛸

幼虫別に調査した。叉枝を切り剥皮して前記同様に調査の上別紙松喰虫頭数比率調査

表を作製して支配種決定の益料とした。なお毎月餌木を設置しぺ１々一月後に虫別に成

虫、蛸、幼班別の生育状態を上記の方法に基いて調査をなし、経過習性の資料にし

た。なお降雨が長く続くと繁殖及び外界に飛び出す範囲が制限されるように思われ

る。これは餌木設置による松喰虫頭数比率調査にも明確に表われている。　　　　･-

　　　　　　　　　　　　松　喰　虫　被　害　調、査
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月
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１ヶ月前に枯
屯枯葉附着す

ろケ月前に枯
死枯葉附着せ
ず｀

ろケ月前の台

風により倒れ
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，害虫による被害状況

梢頭部より本幹到る処に
キイロコキクイムシが穿
孔産卵し、根部(厚皮部)

には、｀マツノシラホシゾ
ウムシが産卵す、最初の
侵入種はキイロコキクイ
ムシで枯死の主因をなし
ている。

梢頭部より本幹までキィ
ロコキクィムシが到る処
に産卵し、その他の害虫
は認められずキィロコキ
クィムシによる枯死。

梢頭部より本幹までキィ

ロコキクィムシが産卵し
ていた。キィロコキクィ
ムシによる枯死。

梢頭部はキィロコキクィ
ムシ根部はマツカワノキ

クィ及びマツノシラホシ
ソウムシが産、し、キィ

ロコキクィムシは外界に
飛出した後の様に見受け
られた。以上の状況より

してキィロコキクィムシ
が枯死の主因と思われた

梢頭部はキィロコキクィ
ムシが多く寄生して根部
はマツカワノキクィムシ
が産卵しつつある。食跡
及び産卵状況からして最
初の侵入種はキィロコキ
クィムシと思われる。
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下枝青葉少い

ろケ前嘔死枯
醍附着す

最近枯死枯葉
附着す
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イムシ
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地上よりろｍ位まではマ
ツカワノキクイムシ及び
その他キクイムシが食害
ろｍ以上はキイロコキク
イムシが穿入す。食害状
よ
が
思
　
頭
て
界
全
で
せ

況
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シ
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りキイロコキクイム
最初に侵入したもの

り
て
よ
’
し

部
検 部まで剥皮
たが成虫は

に飛出した後で食跡

部キイロコキクイム
最初に侵入して枯死
だものと思われる。

梢頭部はキイロ=]キクイ
ムシ厚皮部はマツカワノ
キクイムシ、マツノシラ
ホシゾウムシが食害食害
状況と頭数の関係よりし
て最初の侵入腫はキイロ
コキクイムシと思われ
るご

葉緑素減退して完全に枯
死するまで長年月を要し
下枝から次第に枯死す。
伐倒して調査の結果キク
イムシ類は全部飛出した
後であり　キクイムシの
主寄生箇所の状況よりキ

イ゜戸キクイムシによる
枯死と思われる。

枯頭部枯死中枝葉緑素減
退主枝少しく青く剥皮し
て検した結果キイロコキ
クイムシによる枯死。そ
の他の害虫なし。

本幹は生で害虫の形跡な
|

ぐ梢頭部及び枝を剥皮し

て検した結果キやイロコキ
クイムシの被害なること
が判明す。

本幹には異状なく枝をと
り剥皮して検した結果キ
イロコキクイムシの被害
閃あることが判明す。
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や梢頭部枯枝
多い

近完全枯死
葉附着す

ろケ月前枯死
防葉附着す

多い

退枯枝
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害虫の状況
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害虫による被害状況

4=lコキク:梢頭部はキイロコギクイ
シ　　　iムシの食害本幹（根部）
ノシラホ･マツノシラホシソウムシ
ウムシ　幼食害産卵、食跡の状況

よりして最初に侵入した

ものはキイロコキクイム
シであると思われる。

ロコキク
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本幹異状なく枝を剥皮し
て検し7こ結果キイロコキ
ク'イムシが多ぐ最初に侵
入したものと思われる。

本幹半分枯死、枯死した
葉にマツノシラホシソウ
ムシが寄生、梢頭部には
キイｊコキクイムシが多
く寄生す。下枝１本が青
く中枝は最近枯死剥皮
て検した結果最初に侵
したものはキイロコキ
イムシと思われた。

し
入
ク

本幹に異状なく枝を剥皮
して検した結果多数のキ
イロコ･キクイムシが採集
された。最初の侵入はキ
イロコキクイムシと思わ
れる。

本幹にマツ４ワノキクイ

ムシ及びマツノシラホシ
ソウムシが寄生枝はキイ
ロコキクイムシが寄生産
卵、食跡状況より’してキ
イロコキクイムシが最初
に侵入したものと思われ
る。

根部を剥皮して検した結
果虫が附着してないが上

部はキイロコキクイムシ
の食跡が多くキイロコキ
クイムシによる被害と判
明す。

本幹Ｒ二おいて異状なく枝
の枯れている状況よりし
てキイロコキクイムシの
被害であると認･められ
る。
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　　　　６．　キクイムシの生活と琉球の気象

　　昆虫類の生活適温jま26°C内外といわれ、琉球は年中温暖な気候に恵まれ、その平均

　気温は22°Ｃであり昆虫の生活に適した気温である。米国産の穿孔虫で研究されたとこ

　ろでは適温は24゜～27・Ｃで、なかんづく適温は25°Ｃとせられ叉旱館の年にはこの虫害

　が激増し、雨量とこれによる湿度によって樹木の生長と虫害に対する抵抗力とは大き

　な影響､をうけると報じられていると村山博士は発表されている。前述の通り琉球は年

　中暖かい関係でキクイムシ類の休眠期というのが殆んどない位で年中繁殖し、又４月

　～10月までは殊にキクイム:シの生活に適した気温でこの間に毎年旱魅があ‘るので特に

。注意を要する。なお参考までに琉球気象台発表の那覇市における気象状況は次の通ｈ

　である。

那

潟

気温

;夕　湿

半月

」_

16.1

74.と

２月，

-

16.0

75ｊ

気
-

ろ月
-
17.:

76.1

.
1
<
-
^

-
ｓ
ｒ

＊
．
＞
４

Ｎ
７

ｊ
ｊ
ｊ

Ｉ
　
フ
／
　
７
　
４
Ｎ
４
Ｎ

帖
　

1 9
　
　
1
　
　
　
　
2
　
。

ｉｏ
Ｊ
一
　
り
に
‐
‐
一
　
３
’

．
７
Ｅ
＜
ｘ
＞

０
８
　
７
　
４
Ｎ
ｇ
Ｎ

1 5
　
８
　
１
　
　
Ｎ
Ｉ

象

-

４月

０
　
０

Ｃ
Ｍ
　
　
ａ
Ｕ

57

51

４
　
　
・
’
｀
．
）

１

ダ
皿

状　　況

５月

一

25.1

85.∠1

06.1

17.4

ろ.5

19.8

　Ｅ

： 　 ●

６月
一
26.1

85.8

16

5
.
ｗ
５
．

ss

22－

７月

-

27J
C
Ｍ
　
　
　
　
０
０

０
０
　
　
ｏ
ｏ

16.1

　ろ.!

ssw

41.〔

SE

(1891年～1940年)

８月

一

27.7

8ろ.1

18.7

　5.6

ssw

37.4

SE

９月
-
26.6

81.9

82.9

１　
一
一

8 5

17.6

　5.8

ENE

45.0

SE

10月 11月

０
　
」
Ｏ

ｃ
／
一
　
７
／

－
９
　
７

　
・
　
　
一

Ｚ
Ｊ
　
７
／

Ｃ
Ｎ
Ｊ
　
　
　
r
＼

64

15.d

　4.!

　N

36.1

NE

ろ4

４
　
　
４

１

Ｎほ
37.2

NE

12月

　17.7

　73.2

105.2

107.0

　16.2

　4.7

NNE

26.8

NE



　　　7．　結　　　び

　琉球における松喰虫の内キイロコキクイムシが頭数において他種と比較して非常に

多いことは別紙調査表の通りで健全木を餌木として設置し、又やや頭部や枝の枯死状

態の箇所を玉切りの上剥皮して調査した結果キイロコキクイムシが最初に侵入して枯

死の原因になるので本種が琉球における松喰虫の支配種であることが証明された。

　以上キイロコキクイ奉シについて述べたが現在までに調査した結果経過習性は次の

通りである‘。

　　　　　　　　　　　　キイロコキクイムシの経過習性

織卵時期

年中産卵する

が２月～11月

までが殊に産

卵数は多い

　　成虫の発生時期

年中、成虫、蛸、幼虫が生存

する。年５、６回位の発生を

なすものと思われる。６月頃

は卵から成虫になるまでの期

間は20日位であるが11月下旬

～２月中旬までは卵から成虫

になるまでは60～80日位要す

る様である。産卵及び発育状

況は温度によって左右される

ことが非常に多い。

越冬状態

成虫、幼虫、

頬が生存する

が成虫の方が

多い様に見受

けられる。

　習性並に寄生部

樹皮のうすい処に

好んで寄生する性

質であるが厚皮に

も寄生する。枝の

方に寄生するのが

最も多い。

１

２

３

４

　　８．摘　　　　要

　松喰虫駆除の指針として本試験を実施した。

　琉球松に最初に侵入して、枯死の原因となる松喰虫（即ち支配種）について調査

した。

　キイロコキクイムシの経過習性につ･いて調査した。

　本試験は費府の関係及び短時日のため試験を完了していない。

5｡今後に残された問題

　Ａ　琉球における松喰虫の種類と分布調査

　Ｂ　松喰虫の発生と環境因子の関係

　Ｃ　キイロコキクイムシの寿命と産卵回数の調査

１

２

Ｄ　キイロコキクイムシの駆除試験

　　９．　参　考　文　献

　村山醸造著　松類穿孔虫類防除に関する研究

　井上元則著　松喰虫防除精説
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3

4

5

6

松下真幸著　森林害虫学

山本　光著　森林保護学

井上元則著　林業害虫防除論

森林害虫防除室著　森林防疫ニュース

Summary:

　　　1．　Thisexamination was　practised　as ａ　guide to　the　extermination of

　　　　　thepine beetles.　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

　　　2．　Thepine beetle (the chief species) that primarily causes the wither-

　　　　　ing of the Ryukyu pine tree was investigated.

　　　3．　Theprocess & habit of Cr3n>nalus fulvus Niiiima was investigated.

　　　4. This examination has not been completed due to the shortage of time

　　　　　and money.　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

　　　５.　Theproblems tkat rｅｓ･ainfor further investigation in the future.

　　　　　　　　A. Species: of the pine beetle and its distribution in the Ryukyus-

　　　　　　　　Ｂ,．　Relation　betweenthe　geaeration　and the　elements of the

　　　　　　　　　　　environment of the E>inebeetle｡　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｐ

　　　　　　　　C. Investigation ｏａ･the life time: and the　number of times of

　　　　　　　　　　　layingeggs of Crypioalus fulvus Niijima.

　　　　　　　　Ｄ．　The study of the C^xteroirixidtionoifCrypnalus fulvus Niijima.

－ － ４ ● 　 か － - - ・ ・ -
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オウバュカリ(Eucalyptus Robusta Smith)について

城　
　
間

栄真
外

Regarding Eucalyptus robusta Smith.

ｙ
＆
Ｂ

金
誠

Shukin Maeshiro

Gensei Hokama

　　　1､｡は　し　が　き

　ュウカリ属は戦前から沖縄に移入されてはいるが元来それは｡熱帯産で外来樹であつ

たためか、それともその成績が良くなかったのか知らないが、一般’に14普及されてい

ない、叉造林木としても植栽されたとは聞いていない。’唯見本木と､して植えられたに

過ぎないと思う。

戦後林業試験場が出来てからアタリカから見本として送られた25種類（テーダー松ノ

外22種）の種子の中にュウカリの種子があったので早速播種管理試験をやり、その後

現地（山林内）に栽培試験をやっているが気候的関係か、それとも土地的関係か知ら

ないが植栽当時の活着成績は良かったがその後の成績は余り良くない。

　日本々土においても四、五年来ュウカリの造林熱が急激に上昇し林業界をにぎわり･

ていると聞いている。それで沖縄でも造林木として適木ではないかと思い、今回(19

55年１月）台湾から種子を取寄せて圃場での播種管理試験から現地栽培試験まで実施

中であるがその成績如何･に’より造林用樹種として取り入れたい。

　　　2. E. robusta Smith の和名

　ュウカリ属の和名にっいては、日本でも種々様々なようである。特にＥ、 robusta

にっいては和名テリハュウカリ、異名ヒロハュウカリともいわれているが、当試験場

では1953年10月に林業試験場研究報告のアメリカ樹種の播種管理試験及び栽培試験

について（技手補洲鎌良三、P16)にはオウバュウカリとなっているので、その後オ

ウバュウカリと呼んでいる。

　しかし吾々は学名の種名をそのままロブスターュウカリと用いるのも差支えないと

思っている。

　　　３．　性情及び用途

　常緑喬木で葉は広被針形、鋭尖頭厦々鋭脚、左右不相称、稀に広卵形、鋭尖頭、時

に円頭光沢がある。長さ5～lOcm破れば臭気がある。樹皮は皮目が発達し粗雑、繊

維質で広葉杉に似ている。花は肢出無梗２～６額生果実は鐘形ろ～４室温地に適し生

長迅速排水に有効、材は赤色緻密で重い、葉及び材には単寧が多い。橋梁材、家具材

車輛材等に適してい‘る。　　　　　/

　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　－25－



　　　　4.発芽成績

　　普通の播種での発芽状況は30％位いの発芽率だと推定された。ュウカリの種子は余

　りに小粒種子なので播種前の整地、床作り等は入念にやらなければならない。特に粒

　子の粗い土壌では不適で出来得れば砂質壌土を選ぶが良いと思う。播種する場合は床

　面を平にして土を填圧してから播けば種子の深く洩れるおそれもなく発芽は一様に揃

　う故得苗率もよい。兎角ュウカリの播種については細心の注意が必要である。

　　　　5.　樹幹析解の一例

　　オウバュウカリは将来造林用樹種として奨励する意図の下に今回相当量の苗木を養

・成しているが、一般造林木として普及奨励して良いものかどうか、沖縄には戦前から

　植栽されていたるにも係わらずどうして一般に植栽されなかつたか、又その面の林業

　専門家がどうして取り上げなかづたか、つまりその起因する処は何処にあつたかをあ

　らゆる角度から試験調査研究している。今回幸いにも戦前（昭和16年頃で判然とした植’

　栽年判明せず）植栽された20年生位いと思われるオウバュウカリ樹があつたので樹幹

　析解を行い一資料として報告する。

　　　伐倒木とその’周辺　　　　　　　　樹幹析解に使用した円盤

　1955年5月４日羽地村源河区松山開墾地内で伐採したもヽのであり地質は古生紀層であ

る。

　昭和16年頃開墾跡地の土手に植栽されだもので、その当時僅かにろ本植栽されたと

いわれている。その中１本は暴風のため地際から折損、１本は上長肥大生長共に悪く

未だに樹高も４米位で胸高直径も10糎である。今度樹幹析解に供したものは胸高直径

36糎、樹高11米であったが本幹は９米の処から暴風のため折損、そこから太い枝が出

て樹勢を保っていた。若し折損しなかったら15米にも達していたであろう。枝下高は

2.9米、枝張りは5.5米であった。

　叉植栽箇所の地勢は開墾跡地で国頭マーヂ（赤土）、山の中腹に位し大方南面、余

り肥沃な土地ではなく植栽当時は畑の土手であった。現在周囲には伊集や琉球松等が

　　　　　　　　　　　　　　　　　－26－



繁茂している。

　このオウバュウカリは何の障害も受けずに育ったとしたらもっと上長肥大生長をし

ていたに違いない。折損木の調査であり、しかも一例で結論を見出そうとするのは無

理であるが読者に何等かの参考になればと思い樹幹析解記録を報告する。

　　　6.　参　考　文　献

　鸚。凄ｕ「訂正」林学講義　昭和25年ろ月15日

　渡辺　　全著　　実験活用林業宝典　昭和17年９月50日

　本田　静六原著　大阪版森林家必携　昭和25年２月28日

　Ａ　連年及び平均生長

　　　　　　　　　　　樹　高　生　長　計　算　表　　　　　　　単位　ｍ

令　階

-
　5.

　10.

　15.
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20.

令　階
-
　5.
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令　階
一
　5.

1〔〕.

15.

20.

総　生　長

-
　　0.81

　　6.74
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　　11.00

総　生　長

-

　.　　　　　㎜

　　4.90

　　11.84

　　25.50

総生長

　　－

0.0019
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0.0502

総　生　長

-

　0.0013

　0.0256

　0.0738

　0.1568

　　－

4.90

6.94

1ろ,46

連年生長
-
　　0.16

　　1。19

　　0.46

　　0.59

生長計算表

連年生長
-

　0.98

　1.39

　2.69

胸高断面積生長計算表

定期生長

　　－

0.0019

0.0091

0.0ろ92

連年生長

　　－

0.0004

0.0〔118

0.0078

材　積　生　長　計　算　表

定期生長

　　0.0013

　　0.0223

　　0.〔〕502

　　0.Q850

連年生長

　　0.000ろ

　　0.0045

　　0.0100

　　0.〔1166
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平均生長
-
　　0.16

　　0.67
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　　0.55
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-
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　　0.000ろ
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生長率％

　　－

51.42
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単位　cm
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　－

　－

16.58

14.49

単位　ｍ２

生長率％

　　㎜

　　－

28.21

25-62

単位　ｍ８

生長率％
一
　　-

　55.82

　21.67

　14.40
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　　　７．　結　　　　び

　前記の通り生長迅速で湿地に適しているので沖縄の今まで等閑に付されていた湿地

帯の土地改良に又は用材として広く普及奨励して良い樹種ではないか｡と思う。

　特に今度樹幹析解の時に円盤の外の他の部分を角材及び７分｡、5分、ろ分、2.5分、

貫材等の各種材に製材しその後前記各材の建築用材又は家具用材としての適否を調査

しているが用材としての価値は充分にあると思われる。それで当試験場では今後なお

　　　　　　　　　　　　　　‾‾　l‥’　禰一一　　、試験調査研究して土地改良木又は用材向涸杯不として一般に普及し7こい。

　　　8.摘　　　　要

１．オウバュウカリについて性状、材質、用途面を調査した。

2.オウバュウカリの造林木としての適否試験調査研究をした。

5いオウバュウカりこついての和名の調査をした。

4.播種についての注意について。

5．樹幹析解の一例について。

6.本調査、研究は造林木としての可否を決定付けるのが目的である。

７．本調査、研究は完了していない。

Summary :

　　　i.　　Investigation･　has　been　conducted　on the　character, the　quality　of

　　　　　timber and the use of Eucalyptus robusta Smith.

　　　2，　The examination and　investigation on　suitability as an afforestation

　　　　　wood of Eucalyptus robusta Smith, has been conducted.

　　　3， Investigation of the Japanese name for Eucalyptus　robusta Smith has

　　　　　been　conducted.　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘

　　　4･　The remarks on the propagation

　　　5. An instance of having broken the trunk.

　　　6.　The　purpose　of this　examination　is　to　learn　the　propriety as an

　　　　　afforestation tree.

　　　7， This investigation and ‘ｅtcamination has not been completed.
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キクラゲ及びアラゲキクラゲ裁培試験

　　　　　　　　　　　外　　側 現　　誠

　　　Regarding the cultivation examination of Auriculariaauricula － Judae(L)

　　　Schroet & Auricularia polytricha (Mont) Pat｡

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　By Gense.y Hokama

　　　1.　は　し　が　き

　キクラゲ及びアラゲキクラゲは、ははきたけ属の食用菌で琉球においては広葉樹に

寄生する茸で肉質柔軟、味良好で古くから琉球及び支那料理に愛用されていた。

　キク｡ラゲ及びアラゲキクラゲは椎茸にくらべてその価格は少々落ちるが、その培養

及び乾燥等が容易で原木は多種の雑木を利用することが可能である。

　キクラゲ及びアラゲキクラゲの需要は椎茸と同様に莫大なものである。輸出産業振

興の叫ばれている今､日、筆者は森林副産物として琉球の気象風土に適したキクラゲ及

びアラゲキクラゲ菌の培養試験を行い一般農山村民にその培養法を普及奨励し森林副

産物生産の指針としたい。

　　　２．キクラゲ及びアラゲキクラゲの性状

(ｲ)　キクラゲAuricular､ia auricula-judae ｡(L) Schroet

　　キクラゲは肉薄くして潤える時は寒天質の半透明で非常に軟かぐ乾燥すれば(ゼ

　ラチン)の如く紙のようになり破損･し易い。表4ま生のこ時は淡赤褐色にして不規則に

　嚢状を現わし裏面は灰色を帯び微かに軟毛あ･るを認められる。

(口)アラゲキクラゲAuricularia poly^ic'ha(Mont) Pat.

　　アラゲキクラゲはその形状キクラゲに類似するも形は一般に大にして肉も厚くそ

　の表面は紫褐色を帯び裏面は灰色である。

　　　３．　キクラゲ及びアラゲキクラゲの日本における市場価格

　日本産　キクラゲl kg 280円　　アラゲキクラゲl kg 21〔〕円

　支那産　キクラゲlkgろ50円

　　　４．　キクラゲ及びアラゲキクラゲ菌の寄生する樹種について

　本菌は多くの広葉樹に寄生を見るが一般に発生の良好な樹種はくわ科、たかとうだ

い科で、この樹木は琉球全土に分布し広く本菌培養の資材に使用できる。

　次に各地における天然に発生を見る樹種はアカタイタビヮ、パンノキ、カシノキ、

ガヂマル、イヌビヮ、アコウ、オウバイヌビヮ、クヮ、フカノキ、ハマイヌビヮ、ア

カメガシヮ、ミカン、オウハマポウ等である。

　　　5･　キクラゲ及びアラゲキクラゲの分布状況について

　キクラゲ及びアラゲキクラゲは琉球各地の森林及び里に分布し、毎年適度の温度並

　　　　　　　　　　　　　　　　　　－52－
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びに湿度が保った時に発生する。

　筆者は特に各地の森林及び里での発生良好なる場所の状況を調査した。

（ｲ）森林内においては普通より少し湿度の高い林地内で日光が木の枝葉を通してチ

　ラ、チラさしこむ程度の場所。

（i=1）里においては屋敷林の多い所又は樹木の古根があって湿度の高い所。

　　　６．　供試樹種並に発生時期について

（ｲ）培養試験に使用している樹種

　現在培養試験に使用している樹種は各地において天然に発生している樹種中より発

　生良好なるものを選定した。その樹種はハマイタビヮ、フカノキ、ミカン、オウ｡八

　マボウ等の樹種である。

㈲　キクラゲ及びアラゲキクラゲ菌の発生時期について
本菌の発生時期は４月～５月の梅雨期から発生して10月まで盛に胞子を飛散する。
　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／

　冬期においては菌の繁殖はおとろえる。

　　　7.　試験方法について

　本試験は1954年８月から南明治山試験林内で人工培養区と天然培養区とを設置して

発生日数と発生量の調査を行った。その方法は次の通りである。

(ｲ)人工培養法　　　　　　　　　　　　　　｀

　全開した新鮮なキクラゲ及びアラゲキクラゲから胞子を採集して清水に溶解しカタ

　クリで粘液の胞子液を作り供試樹種に培養した。

(口)天然培養法

　天然培養法はキクラゲ及びアラゲキクラゲ菌の発生良好と思われる場所を選定して

　その場所に原木を置いて本菌を附着せしむる方法でφる。但し原木は最初に本菌観

　附着してないのを選んだ。

　　　８．　試'験地の｡状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　卜

　本試験地は南明治山試験林内の南西向谷間の平地で通風良好、受光量も適当な場所

である。

　　　９．試　験　成　績

　　　　　　　　　　　　　第１表　人　工　培　養　区

樹　樋　別

ハマイヌビワ

ヒラミレモン

フ　カ　ノ　キ

オウバマポウ

発生日数

10日

一

一

●

発生量
-
　１匁

　－

　一

　－

調査年月日　1954年11月～1955年４月

　　　　　　　　　　　　　　－ろろー

　備

発生量は採集時の匁である６

キクラゲが発生した。

考



樹　稲　別

ハマイヌビワ

ヒラミレモン

フ　カ　ノ　キ

オウハマボウ．

　　調査年月日

生日数
-
40日

59々

41々

44夕

第２表　天　然　培　養　区

生本

一

1[]本

８ク

加

り

発生量
一
８匁

６々

５々

４夕

1954年11月～1955年４月

　備　　　　　　　　　　　考

キクラゲ発生量は採集時の匁である。

アラゲキクラゲが発生した。

キクラゲ

キクラゲ

　前記の成績表を見ると第１表人工培養区はハマイタビワに培養後10日目に１本発生

しただけで外の樹種には発生しなかった。叉第２表天然培養区は各樹種共発生したが

発生日数は人工培養区に比較し約４倍の日数を要した。

　　　10.　キクラゲ及びアラゲキクラゲ菌の菌傘までの展開速度

　本菌の菌傘までの展開速度調査にっいては1956年10月から*1955年ろ月まで６ヶ月間

名護町許田区及び南明治山試験林地内において着菌したミカン、ハマイタビワの原木

を使用して調査した結果ミカン、ハマイ｡スビワ共26日～28日目か｡ら菌傘が展開した。

　なお本菌の展開速度調査にっいては試験期間が冬期のため菌の発育も不良と思われ

るので確実の結果は今後の調査研究によらなければならない。

11．　摘

(ｲ)本試験はキクラゲ及びアラゲキクラゲの培養法を見出し一般農山村民にその培養

　方法を普及するために施行した。

帥)本試験においてキクラゲ及びアラゲキクラゲ菌の発生時期がわかった。

(･ヽ9　本試験において人工培養区は，なお研究の余地が多い。

ｇ　木試験においてキクラゲ及びアラゲキクラゲ菌の培養資材がわかった。

哨　本試験は１年間の試験成績であるため中間報告として参考までに報告する。

　　　　12.｡参　考　文　献

　岩出亥之助　　食用菌葦類とその培養

Summary:

　　1.　This　examination　of　the　new　methods　of　cultivating　Auricularia

　　　　　auricula-judae and Ａ. polytricha(Kikurage and Arage-kikur age) has be-

　　　　　en conducted for the purpose of spreading the methods to the villages.

　　2.　1n this examination, the generating'season of the fungi of Auricularia

　　　　auricula-judae　and　A ･　ｐｏ】ytricha(Kikurage　and　Arage-kikurage)
　　　　　was discovered!

　　3.　1n this examination, it was discovered that there was much room for

　　　　　further　investigation　of　the　artificial　cultivation.

　　4.　1n this examination, the necessary materials to cultivate the fungi of

　　　　　Auricnlaria auricula-judae and Ａ･ polytricha (Kikurage ･ａ非dArage-kik
　　　　　urage) were discovered.

　　5.　Since this examination　was the　result of　one year's research it was

　　　　　reported as an interim report to be used as ａ reference.｡
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荒廃林地復旧試験（第三報）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　玉　　　城　　　　功

　　　　　　Reconstruction of the devastated Land. (Third Report)｡

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　By Isao Tamashiro

　　　l.，は　し　が　き

　この試験は1953年からの継続試験で本報告書は結果報告でなく中間経過報告であ

る。試験目的，試験地の概況及び位置にっいては林業試験場報告ﾉ1/2,｡1 (1953年10月

発行) Ah｡2 (1954年６月発行）を参照されずこい。　　　　　　　　　　　　　　，●“　’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i-　　　2.　1953年度～1954年度の試験について

　1955年度から1954年の２ヶ年間に行なった試験を各樹種について見ると次の通りで

ある。

（1）ソウシジュAcacia confusa Merrill

　Cｲ）直　　播

　　発芽率16.23%であるが生育不良でほとんど枯死し残存しているものでも15cm～

　　20cm程度である。　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　。

　（口）移　　植

　　植付本数1,500本，活着率45％であるが活着後の生育悪く枯死したものが多い。

　　しかし直播に比べて生育は良く50cm～40cm伸びている。

（2）ギンネムLeucaena ｇ】auca(L) BenthaiA

　（ｲ）直　　播

　　発芽率26.4%乾燥及び暴風のため全部枯死した。

　（口）挿　　付

　　活着20％直播と同じく乾燥及び暴風のため枯死した。

（3）タイワンクズPueraria tonkinesis Gangnedin

　（ｲ）挿　　付

　　活着率11.16%活着後乾燥のため枯死した。

（4）シヤリンバイRhaphiolepis umbellata (Thub) Makitto

　（ｲ）直　　播

　　発芽不良で0.5％生育は遅いが乾燥に対する抵抗力は強励。種子の発芽の悪いの

　　は虫害を蒙った種子が多かづだためｒある。それで採海辿こら出来るだけ早く播

　　種した方が良い。

（5）チシヤノキEhretia thyrsiflora Nakai

　　活着率は88％であるが活着後の生育悪く梢頭部から次第に枯れ，ついに完全に枯

　　死した。
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（6）モクマオウCasuarinaヽeduisetifolria Linn.

　　活着率81％を示し活着後枯損したもめはないが余り良くない。

　以上各樹種叱ついて記したのを総括すると、ソウシジユ･、ギンネム、タイワンク

ズ、チシヤノキは乾燥した府地への植栽は不適と考えられる・シヤリンバイは生長は

遅いが抵抗力は強く、又モクマオ｀ウは相当の乾燥にも耐え生長も他の樹種に托して早

いから本島の裸林地解消の役割を果すのではないかと思う。

　　　3. 1955年度の試験について

（1）試験材料

・グラウカモクマオウ　Casuarina glauca Sieb

　ぞクマオウ　　　　　　C.equisetifoliaLine ｡

　シヤリンバイ　　　　Rhaphiolepis umbellala (Thub) Makino

（2）各試験における経過

　印　本部試験地

　　グラウカモクマオウ　　植付　2､6〔〕0本

　　ろ尺間隔で普通の植付方法による。

　（口）恩納試験地

　　グラウカモク､マオウ　　植村　1､750本

　モクマオウ　　　　　　植付　　540本

　　シヤリンバイ　　　　　播種　　５升

　　植付はろ尺間隔普通の植付方法による。

　刳　浦添試験地

グラウカモクマオウ

モクマオウ

植付

　,夕

　ｱ00本

1,000本

　嶺線に並行して６尺間隔'に巾■2-5尺、深さ1.5尺の溝を帯状に掘りその溝の中に距

　離６尺に植穴を掘って客土して植付け7こ。

吋小禄試験地

グラウカモクマオウ

モクマオウ

植付

　夕

500本

850本

　間隔ろ尺普通の植付方法犀よる。

以上の各試験地における試験を総括すると次表の通りである。

樹種別

試験地別

本部試験地

恩納試験地

浦添試験地

小禄試験地

　　計

グラウカモクマオウ

li付本

一

2,600

1,750

　700

　50〔〕

5,550

R着本

¬
2,554

1,722

　685

　458

5,ろ97

活着率
一
98.2ろ％

98-40

97.40

87.60

97.24

モ　ク　マ　オ　ウ

a付本数
一
　一　本

　540

1,000

　85〔〕

2,39(〕

－56－

活着本

〃

　－

　　486

　　･955

　　705

　2,124

活着率

　-７　％

90.00

93.50

82.94

88.87

しヤリンバイ

種

一

一

５
　
一
　
一
　
５

発芽率

－％

25

－

－

25



　　　　4.　結　　　　ぴ

　本試験報告は現在までの経過及び現況報告で今後試験を継続することによづて最終

　　　　|●●　　　　　　　　　　　　　　■目的は達成されるものである０　　　　　　　　　　　｡　　　　　　　　　　　‘　　　　　　　　　　　　　　　　　；

１

２

３

　ｊ．摘　　　　要
　　●　　・　－

本報告青鴎経過報告である。

　　●･･¶●｡-j　　●　　｡.　l,　　°55年度はモクマオウ類を主として試験材料として使用した。

嶺線に並行で溝を掘っての植付方法と普付の植付方法でやってみた。

Summary:

　　1.　The report of tilisexamination is 吻ａt of the progress and results.

　　2．　1n 1955, theｌtypes　of　Casuarina equisetifolia (Mokumao) had been

　　　　　chieflyused as the material for examination.

　　3.　Planting had been tried in two ways; digging ａ ditch on the .top line.

　　　　・　andthe common method.
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重要樹種挿木試験について

　　　　　　　　外　　間 現　　誠

　　　　　　　Regarding the examinationof the Cutting of important trees｡

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ByGensei　Hokama

　　　　ｌ.　は　　し　が　き

　中南部における有用樹種挿木試験については林業試験場報告ｊ/2､｡1 (P1～15）で

ガシマル外22種について1953年に報告し、なお1954年にJ＼ro.2 (P1へ､14）でモガシ

外17種について報告した。この度は前年と同様な方法により外来樹種も取入れてシロ

ゴチョ･ウ外９種について1953年12月より１年間の挿木試験を行なつたので取纒めて報

告する。‘

　　　２．　供　試　材　料

　本試験の供試材料は９種で之等の材料はすべて蔡温苗畑内から入手した。その材料

名、性状、用途は次の通りである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　。、

　　　ク　ワ　科

オウバアコウ　　　Ficus infectoria Roxburg

　喬木、材軽軟、防風、防潮林、街路樹

　　　マ　　メ　　科

シロゴチョウ　　　　Sesbaniagiiandiflorapersシロゴチョウ　　　　Sesbania giiandiflora

　小喬木、材軽軟、樹高j 15～20フィート

　　マ　メ　科

タガヤサン　　　　　Cassia siamea Lam.

喬木、材質堅、建築材、器具材、緑肥

　マ　メ　科

ビルマネム Albizzia retusa Benth.

落葉喬木、器具材、建築材、緑肥

　マ　メ　科

-インドデンセイ、

　小喬木、緑肥

　　シラカバ科

sesbania　sesban

タイワンハンノキ　Alnus formosana Makino

　喬木、材軽軟、下駄材、家具材、板材

　　テリハボク科

テリハボク　　　　　Calophyllum inophyllum Ｌ

喬木、葉対生、家具材、防風、防潮林
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ス

ス ギ

ギ

科

Cryptomeria japonica D. Don

大喬木、建築I用材、家具材

　タカトウダ･イ科

ナンキンハゼ　　Sapium sebifcrum Roxb.

　落葉喬木、白色軽軟材、箱材、緑肥

　　　３．　活着と気象との関係について

　､営養繁殖の際発根及び発芽に適度の温度、湿度、日光且つ酸素は活着の可否を支配

する大きな因子であることは第１報及び第２報で論じた通りである。

　即ちオウバアコウ、スギ等は16・Ｃ～17°Ｃ間に適し湿度は78嗚が最適である。

　叉シロゴチョウ、インドデンセイ、､タイワンハンノキ、ナンキ？ﾉ､ヽヽゼ等は15゜Ｃ･、｡

16゜Ｃ間に適し湿度はZ6％が最適となりタガヤサン、ビルマネム等は18・Ｃ～19・Ｃ間に

適し湿度は79％が最適となっている。

　　　4･　本試験における各樹種の適期について

　挿木の時期は各樹種によって適期を異にするというこ｡とは周知の通りであるが、本

弑験においてはどの時期にどの樹種が適期かを知るため１伊をろ区分して（春季、梅

雨季、秋季）調査したのである。その結果は次の通りである。

　　Ａ　春　　　季

’２パ５．４月の樹木生理活動期前に適する樹種はオウバアコウ、シロゴチョウ、イン

ドデンセイ｀、タイワンハンノキ、スギ等である。

　　　Ｂ　梅　雨　季　　　　　　－

　　５．６．７月の樹木生翠1活動最盛期に適する樹種は本供試樹種中にはない。

　　　Ｃ　秋　　　季

　1O.'11.12月の樹木生理活動停止前に適する樹種はタガヤサン、ビルマネム、ナンキ

　ンハゼ等である。　　　　　゛

　　　5･　結　　　　果

　前記の方法で中南部における有用樹種の１年中における挿木時期を試験した結果を

｡見るとオウバアコウろ月の40％、シロゴヂョウ２月の40％、タガヤサン12月の25％、

　ピルマネム12月の５％、インドデンセイ２月の25％、スギ１年生枝３月の50％、スギ

　２

　　なお詳細は第１表を参照された･し。

　
　
・
〆
″

１

　　6･　結　　　び

　本試験は第１報、第２報林業試験場報告に論じた通り主として沖縄本島申南部の

島尻真地、ヂヤーガル、隆起珊瑚地帯を目標として行われたが、土地的条件を同じ

うする伊江島、宮古諸島、与那国、大東諸島にも適用することができる。
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２。本試験において活着困難な樹種はオウバアコウ，ビルマネム，テリハボク等であ

　　る。なおオウバアコウにっいては1955年４月に本場見本園内において直径２ｃｍの枝

　　条を取木し7こ結果発根力旺盛で成績良好であった。

５．本試験において活着良好な樹種はシロゴチョウ，タガヤサン，インドデンセイ，

　　スギ，ナンキンハゼ等である。この樹種は申南北部の植木造林用樹種として取上げ

　　られる。

４．スギにっいては１年生枝と２年生枝を供試して調査した結果２年生枝が活着並に

。　成育も良好であった。

Summary:

　　　1. As had been　discussed in　the first　report ’ａｓ　wellas in　the second

　　　　　that had been issued by the forestry experiment station, this examinetion

　　　　　had been made mainly on the carol hilllands of the soathdiatrict and the

　　　　　middle part of Okinawa; Shimajiri, Maii Jagaru etc- Ieshima, Miyako

　　　　　Islands, Yonaguni and Daito lｓ!ands(which are in the same condition)

　　　　　can be applied this ｅｘi!mination.

　　　2.　1t was found in this examination that the trees that hardly take root

　　　　　are Ficus infecto!:ia, Albizzia retusa, Calophillum inoPhyllum, etc. In

　　　　　this samPle garden the white man's foot-Print has shown ａ good result

　　　　　with fine ways of taking root. ll!idthe twigs grew to ２ cm diameter.

　　　3.　1n this examination, it was foｕ!14that the ｐｌｉ!ntsthat took root ｗ司1

　　　　　were Sesbania grandiflora, cassia siamea. Sesbania Sesban, Criptomeria

　　　　　Japonica ai;d Sapiii耳ISebifeyum and etc. These plants can be recoDlni

　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　●　　・　　　　　　　　　　　　　¶　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１　　　　　ended as the graft for afforestation in the　middle district, the south

　　　　　district,and the north district.
　　　　　　●　’　　　　　　　　　　｡‘　　　　　；　　¶’　“●
　　　4・　Regarding Criqtomeria japonica one year plants and two years plants

　　　　　were　examined　and　it　was　found　that　the　two　year　plants　were

　　　　　showing better progress in root and size.
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樹　　種 名

オウバアコウ

樹　　種 名

シロゴチ！ウ

Ficus in fectoria Roxb.

挿穂年月日

-

1953.12.11

1954.1 .12

1954.2.11

1954、､ろ.11

　・　　　’　　〃

1954.4.12

1954.5.11

1954.6.10

1954.7.11

1954.8.12

1954.9.11

1954.10.11

1954.11.10

10

冷

々･

夕

汐

4･

夕

汐

冷

々

夕

汐

０
　
０
　
ｎ
Ｕ
　
４
　
０
　
０
　
０
　
０
　
０
　
０
　
０
　
０

活着率

-　％
　『

０
　
０
　
０
　
０
　
ｎ
Ｕ
　
０
　
０
　
０
　
０
　
０
　
０

　
　
　
　
　
　
　
　
４

Sesbania grandiflora　pers

挿穂年月日

1953-12.11

1954.1 .12

1954.2.11

1954.ろ.11

1954.4.12

1954. 5 .11

1954.6.10

1954 . 7.11

1954.8.12

1954.9.11

1954.10.11

1954.11-10

20

々

夕

夕

ク

タ

ク

タ

ク

タ

ク

タ

着率

一　％

o
　
　
　
Ｃ
Ｍ
　
　
　
　
　
’
O
　
　
　
　
　
ｈ
Ｏ

　
　
　
　
一
　
　
　
φ
　
　
　
・

　
　
　
９
　
７
　
／
○

　
　
　
１
　
１
　
１

17

21

26

26

29

28

27

24

22

０
　
０
　
８
　
２
　
４
　
０
　
０
　
０
　
０
　
０
　
０
　
０

－41－

ｏ
／
　
７
／
　
／
○

１
　
１
　
１

１０
　
０
　
０

　
　
４

10 17

１
　
／
０
　
６
　
９
　
８
　
７
／
　
４
　
ｎ
／
』

２
　
２
　
２
　
２
　
２
　
２
　
２
　
Ｃ
Ｓ
J

2
0
　
０
　
０
　
０
　
ｎ
Ｕ
　
０
　
０
　
０

８

２

６

ろ

0

0

0

5

0

％
８
　
7
9
7ろ

76

78

76

85

8ろ

88

88

81

75

81

７
／
　
フ
／

－作
）
２
６

6

2

6

0

6

6

0

0

0

0

0

９

５

％
８

６

C
Ｍ

＾
<
Ｕ
　
Ｏ

　
－
　
　
　
・
　
　
　
Ｉ

ｚ
Ｏ
　
Ｑ
Ｕ
　
／
○

フ
／
　
７
／
　
７
／

－
Ｎ
＾
　
　
　
　
　
Ｏ
Ｏ
　
　
　
　
　
Ｃ
Ｍ

６

ろ

0

0

0

5

0

8ろ

85

88

88

81

75

81

6

6

0

0

0

0

0

　雨

--
mm
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Ｋ
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Cassia Siamea Lam.
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楓（フウ) Liquidambar formosana Hanoeについて

　　第２報（時期別、処理別に依る移植及栽培試験）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　真　栄　城　守　金

　　　　　　Regarding Liquidambar formosan ａ Hanoe｡

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　By Shukin Maeshiro

　　　l.　は　し　が　き

　沖縄で初めての樹種としての楓（フウ）にっいては1954年６月の林業試験場研究報

告ｊ４．2で性状、原産地、分布等にっいては詳細に報告した。

　本報告は圃場及び林地における苗木の時期別、処理別による移植試験及び栽培試験

について述べたい。楓（フウ）にっいては出来るだけ多種多様な試験調査研究をして

一日も早く沖縄の造林木としての適否を決定したいと思っている。

　次に今回実施した時期別、処理別による試験結果を示すと下記の通りである。

　　　2.　供　試　材　料

　学　　名　Liquidambar for耳losanaHanoe

　和　名楓（フウ）

　今回時期別、処理別による移植試験及び栽培試験に使用した苗｀木は1954年１月～４

月に播種管理試験及び｡普通播種で養成した半年生～１年生苗を使用した。

　　　‘3L　試’験　方　法

　移植試験にっいては毎月下旬21日前後に移植をなし次の四種類に分ち苗木の大小を

取混ぜ処理別、時期別に行っにご

　Ａ　全く剪定しないもの（無処理）

　､Ｂ　根幹共１剪定のもの

　Ｃ　根幹共｀1剪定のもの

　Ｄ　根幹共著剪定のもの　　　　　　　　　　　　　　・

　各種共15本宛とし圃場は１米巾の床を作り植え方は１尺間隔でねり植えにした。植

付後は敷草潅水をした。それから潜水除草等の唇理は一様にし成績調査は毎月植付と

同時に先月のものを行い活着、生育状況等を比較観察した。

　また栽培試験は現地（林地）に植付けたが次の五種類に分けて苗木の大小を取混ぜ

認理別に行った。

　Ａ　根は普通剪定で幹は剪定せず葉だけ剪定tノだもの

　Ｂ　全く剪定しないもの（無処理）

　Ｃ　根幹共吾剪定のもの

　Ｄ　根幹共１剪定のもの　　　　　　　　　　　　　　　’

　　　－　　　　　　　　　　　－46－



　Ｅ　根幹共Ｌ剪定のもの

　各種共1圓本宛とし植付箇所は普通林地で雑草木や笹類を谷間から峰筋へ魚鱗形に

刈丿払いヽその刈払！)だ雑草木や笹類で以て１間ﾘ]の条を作りその条の中央に各種共１

圓置きに植付けた．植柱後１ﾐ根の乾燥を防ぐため落葉や草等で根を覆うた．それから

植付後の管理は毎月下草を刈払い濯水は林地のため不可能なのでやらながs)だ．

　栽培試験は苗木、試験地の関係もあったので毎月は行わず唯一回だけに止めた．

　　　4.　試験場所及び試験期間

　試験場所は小禄蔡温苗圃内のジヤーガルと南明治山苗圃の国頭マーヂの二箇所を選

定し両試験地の活着、生育状況を観察した。また栽培試験は南明治山試験林地内に設

け活着と生育状況を検している。

　試験期間は移植試験の方が1954年７月から1955年６月まで胴‘1ヶ年とし栽培試験は

その試験木が成林するまで生育状況を検してみたいと思う。

　　　5.　気　象　関　係　　　　　　　　　　　　　、

　樹木の生育と気象とは密接なっながりを持っている。特に気候因子は樹木の生育にj

関係する環境因子中最も大切なものであろう。しかし楓（フウ）の木は気候因子よりも

土地的因子に支配されているように思われる。

　何となれば楓（フウ）の木は元来台湾産であるから北部の南明治山苗圃よりも南部

の小禄蔡温苗圃の方が気候的には条件にかなっている筈である。

　しかし南明治山苗圃の国頭マーヂと小禄蔡温苗圃のジヤーガルとを比較してみると

南明治山の方が生育は良いように思われる。しかし現状の成績を以て結論づけること

はなお早計であり、今後の試験結果に待だなければならない。

　当場では樹木の生育に関係の深い気象関係を極力調査研究している積りであるが今

のところ完全な設備がないずこめ簡単なものだけの観測を行い、その他は琉球気象台の

月報により調査研究をしている。

　1954年７月～1955年６月までの気温、湿度、雨量、風速、気圧、風向は別表の通り

である。

　　　6.　試験成績及び試験結果

　Ａ　試験成績

　試験成績を月別に列記すれば別表の通りである。

　苗木処理別欄の項目を記号で表示する。

　記号は次の通りとする。

　移植試験の場合

　全く剪定しないもの（無処理）をＡとする。

　根幹共１剪定のものを　　　　　Ｂとする。

　根幹共１剪定のものを　　　　　Ｃとする。　　　　　　　　＼　　　　　／

　根幹共著剪定のものを　　　　　Ｄとする。

　　　　　　　　　　　　　　　　　－47－　　　´



栽培試験の場合　　　　　　　　　　　　　　　。･

根は普通剪定で幹は剪定せず葉だけ剪定したものをＡとする。

全く剪定しないもの£無処理）をＢとする。

根幹共１剪定したものをＣとする。

根幹共１剪定したものをＤとする。

根幹共子剪定したものをＥとする。･

試験成績、移植試験　　　　〔本場構内圃場〕
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〔移植試験〕

　〔栽培試験〕
－
苗木処理別

Ａ
　
Ｂ
　
Ｃ
　
Ｄ
　
Ｅ

平　　均

　　　　　　　　　　　　　　1954年～1955年６月

月別、処理別、活着率表　　〔南明治山の分〕

活着率
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９
　
｡
‐
‐
｛
。
｝
　
４
　
４

０
ｊ
　
　
　
M
"
　
　
　
」
ｎ
　
　
　
Ｎ
Ｄ
　
　
　
ｏ
ｎ

63.2

〔南明治山試験林内〕

　上記総括表によれば本場構内圃場での月別成績は11月、１月、２月ろ月の５ヶ月が

一位で９月、４月、６月、５月、８月、７月の順になっており叉処理別ではＤ、Ｃ、

Ｂ、Ａの順になっている。ｊ

　それから南明治山圃場での月別成績は12月、２月が一位で１月が二位８月、９月が

三位11月、10月、ろ月、６月、Ｚ月、５月、４月の順になっており処理別では本場圃

場と同じくＤ、Ｃ、Ｂ、Ａの順になっている。

　また南明治山試験林での栽培試験の処理別成績はＡ、Ｅ、Ｄ、Ｃ、Ｂの順になっている。

　　　7、　楓の蒸発量について

　楓の山出苗の処理別による蒸発量を次のような処理方法で１週間にわたり観測して

みたがヽその処理の仕方によって苗木の活着に相当影響を及ぼすことが認められた。

、Ａ　観測開始年月日　　1954年９月24日

　　Ｂ　供試木の処理別とその樹形

垂木の処理別
葉　数 枝　数

無　処　理　Ａ

　　　夕　　　　Ｂ

葉だけ全剪定Ａ

　　　々　　　Ｂ

根　長

-
　15cm

　20

　18
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樹　高
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　　Ｃ　観　測　方　法

　25!]ｃｃ入りの計量瓶に200ccの水を入れ、それに用意した苗木を瓶一個に苗木一本宛

挿入し毎日午前10時に水量を観測し蒸発量を決定した。その結果は次表の通りであ

る。

　　　　　　　　　　　　　蒸　　　発　　　量　　　調

種　　別
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／
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０

２
　
２
　
２
　
２
　
２
　
２
　
ｈ
Ｏ

計

A
-
12.5

15

15.1

15.2

15.3

Ｂ

C
Ｍ
　
　
　
　
」
Ｏ

り
／
一
　
り
／
一

25

25

25

５

９

９

A

－

Z.

1口

10

佃

10

1
1

1
0
／

」
Ｏ

　

　
Ｃ
Ｄ

Ｃ
Ｍ
　
　
　
Ｎ
Ｏ

－
７
０
　
　
　
　
Ｎ
Ｏ

　
ａ
　
　
ｌ

」
Ｏ
　
　
　
　
Ｉ
D

１
１

105 ア 180.7

０

口

68

1

2

2

5

ろ

６

　Ｂ

一
ｱ.4

佃
C
Ｎ
　
　
　
　
」
Ｏ

　
　
一
　
　
一

〇
　
ａ
:
Ｕ

１
１

10

10

10

70

／
｛
｝
　
７
／

８

２

備 考

※蒸発量は自然蒸発量を含
　む。

　　　8.　結　　　　’び

　個々の樹木は移植するに当ってその時期処理の方法に因って活着率に相当の影響を

及ぼす事は衆知の通りであるが一般樹木の植栽即ち移植の適期は個々の樹木が生長を

停止した時期が良いとされている。

　然るにその個々の樹木の移植当時の処理の方法に因っては生長旺盛な時期でも活着’

は確実だとされている。要するに個々の樹木の処理方法に就いては樹種、時期、場所、

樹木の大小等に因って違うが同じ樹種、時期、場所、樹木の大小等に於いて同じ処

理の方法でやっても活着が悪い時がある、それはその人の技術或は他の障害に支配さ

れる場合が多い、因って吾々は個々の樹木を移植する時には、その樹木の個性をよく

調べてから移植、時期、処理法を考慮しなければならない。

　それで当試験場では今回楓の移植をするに当り･時期別、処理別に依る移植試験及び

栽培試験を実施したが時期別には本場構内、南明治山圃場とも11月からろ月までが成

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　--　･●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｗ績が良く叉処理別ではＤ．Ｃ．Ｂ．Ａ．の順序である。即ち楓の木は半落葉し生長の停止

が10月から１月頃迄であるから時期別には一般樹木と同じく生長停止の時期が良く叉

処理別では出来るだけ短く剪定した方が良い。それは即ち楓の蒸発量調べでも分る様

｡に葉の着いているもの或は幹の太いもの程蒸発量は多くなっている。それで活着の悪

いものは別に障害のない限り吸収2;蒸発量とが平行に行われていない為だと思われ

る。

　それから栽培試験では余果聚剪定レだ友態ｒ番班く無処理の方が一番悪い、その次

は短く剪定したもの程活着は良くなっている。

　こ｡の様に試験結果からして見れば楓の移植時期は生長の停止し7こ、11月、12月、1
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月が良く処理別では出来るだけ短く剪定したものが良い様になっているが唯一回の試

験結果からして良し悪しを決定付けるのはどうかと思うので今度も引続き試験を実施

。し確実なる結果を見出し度いと思っている。

　　　９．　摘　　　　要　　　　　　　　　　’

１．本試験は楓の移植方法及び適期を見出す為実施した。

２．毎月一定の日に一定本数を4種叉は５種の処理法で移植しその試験成績を纒め試

　験結果によって移植の適期及び方法を知る為に努力した。

Summary:

　　　1. This examination has been　conducted to find out the suitable season

　　　　　and method of transplantation of Liquidambar formosana.

　　　2. Efforts have been made to find out the　suitable　season　and　method

　　　　　oftransplatation by having summarized a11 results　from each of four

　　　　　orfive dispositions in each of which a definite number of plants had

　　　　　been　transplanted.
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丿抑吋林試聊気報がい

孟宗竹(Phyllostachys pubescens IV[azel.)保育試験

　　　　　　　　　　　　　　　外　間　現　誠

　　　Regarding the examination of the　tending of Phyllostachys

pubescens　Maze!.　　　’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ByGensei Hokama

　　　１．　は　しが、き　　　　　　　　、

　竹は東洋の特産でその種類も多く琉球叫於いても戦前から小地域に造成されてい7こ

が一般の関心も薄く到底琉球の需要を充たすことができないので年々他から多額輸入

される原料並に製品は莫大な数量である。殊に戦時申叉は戦後の乱伐の結果竹林は極

度に衰弱し母竹も衰える状態である即ち竹製品は家産生活の必需品として又手工業原

料としてなくてはならないものである。特に竹林は小面積から毎年多額の収入をあげ

得るので農山村の副業として最も適当であると思うので林業試験場では琉球の手工業

発展のため、羽地村源河官有林内に於いて孟宗竹の保育試験を実施したので其の結果

を取纒めｔ報告し、竹林保育法の参考にもなれば筆者の曾びとする処-ｃある。

　尚本試験は１年の調査研究の結果であるため中間報告である。

　　　2。･　試験地の状況について

　本早験を､施行した羽地村源河官有林71林班は広葉樹ｒ樹令20年生のシイヽイシユが

多。く川縁はシダ類が多く繁茂し土壌は粘板岩質の国頭マークである。　　　　　　　。･

　　　３．　保育試験面積

　本試験を施行し7こ竹林は､戦前造成さヽれた竹林内に２ケ所の試験地を設定した。其の

面積は次の通りである。　　　、　　　　　　　　　。ヽ　　　　　／

　　第１区　247m2　　　第2区　107m2

　　　4.　供　　試　　竹

　供試材料は源河官有林ｱ1林班にある荒廃竹林を使用したが此の竹林は大正６年頃沖

縄県林務課が台湾から竹苗を購入して植栽したもので長らく手入不充分の上戦時中か

ら戦後にかけて乱伐を行なった結果全林極度に衰弱していた。

　　　5.試　験　方　法

　前述の通り全林衰弱した竹林を２区に区分して第１区は坪当り44斤、第２区は坪当

り22斤の敷草を行ない各区共、無放地区を設けて年度別直径比較調査をした叉全林地、

の被圧木を伐倒して1955年11月に奪草を行い1954年１月に全面に亘り厚さ５寸の土入

を行なった。
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　　　6.試　験　成　績

　本試験は敷草及び土入区と無放地区の年度別直径を比較調査するために施行した其

の成昼は第１表の通りである。

第１表　坪当り44斤の敷草及び土入区と無放地区の

　　　　年度別直径比較調査表

調査

敷草及び土入区

年　令

　ぷ,．１

　JVo. 2

　ぷ,．ろ

　ぷ,．４

　平　　均
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　7.0

　2.2

１
　
１
　
１
　
４
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調査年月日　1953年11月～1954年10月
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第２表　坪当り22斤の敷草及び土入区と無放地区との

　　　　年度別直径比較調査表
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敷草及び土入区 放　　地

５年生 備 備　考
調査番
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　ふ．

　ぶ．

１

２

　JVo.ろ

　JVo. 4

　平　　均
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　５.5
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　　　調査年月日　1955年11月～1954年10月

　第1､表、第２表の成績表を見ると敷草及び土入区は年々の発句茎級が太くなってい

るが無放地区は年々衰弱して直径が小さくなっている。
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査

第ろ表　坪当り22斤の敷草及び土入区と坪当り44斤の敷草

　　　　及び土入区との年度別直径比較調査表

坪当り22斤の敷草及び土入区
一

年

へ

臣号

令

　jyo. 1

　A^o. 2

　ぷ,．ろ

　ｊ/＆　4

　平　　均
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１

１

１
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一

（
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　　　調査年月日　1955年11月～1954年10月

　上記坪当り22斤の敷草及び土入区と坪当44斤の敷草及び土入区との年度別直径を比

較調査した結果を見ると坪当り22斤の敷草及び土入区の１年生が〔〕｡６ｃｍの肥大を見せ

叉坪当り44斤の敷草及び土入区の１年生が0.9cmの肥大一を見せ２年生の22斤区が0.５

ｃｍ、44斤区が0.4cmの肥大を見せている。

7｡　結 び

　前述の方法で孟宗竹の保育試験を実施した結果を見ると孟宗草に於いては坪当り44

斤の敷草及び土入(５寸)区が成績良好であった。特に孟宗竹は他の竹類に比較し茎級

が太いため多量の肥料を必要とするので毎年２回以上の敷竹こ4肥料並に土入を行なう

ことによって相当な成績をあげる事が出来ると思う。
苅
；

　　　8.　摘　　　　要

（ｲ）本試験は1955年10月から羽地村源河官有林内に於いて実施しだ。

（口）竹林の手入法の主なるものは目黒式と京都式手入法があるがぐ目黒式手入法は地

　表に現われて来た地下茎を20―40cm位掘埋めてそこに肥料を注ぐ方式で非常に手

　数が入るので本試験には京都式手入法を行った。京都式手入法は敷草及び土入を行

　えば雑草の繁茂を防ぎ土壌を膨軟にし適度の湿度を保ち地下茎の伸長を自由になＳ

　しめる効果がある又作業が簡単であるため琉球に於いては京都式手入法が良いと思

　う。

㈲　本試験地の様な衰弱林分は毎年敷草及び土入を行えば相当の効果をあげる事が出

　来る。

０　敷草の坪当り分量決定にっいては後日調査研究の結果明かにし7こい。
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Summary:

　　　1. This examinatioa　was conducted in the government forest of Genka,

　　　　　Haneji･Son, starting in October of 1953.

　　　2. The men mending methods of bamboo forest are the Meguro style

　　　　　mending method and the Kyoto style mending method. In the Meguro

　　　　　style mending　method, the underground stall js to be burieR with

　　　　・　fertilizerfrom ２０cm to ４０cm when it appears to the surface of the

　　　　　sround. This method　is　very　troublesome. Therefore, in this study.

　　　　　the　Kyoto　style　meding　method　was　adopted. In　the　Kyoto style

　　　　　mending method, weeds can be prevented by having spread the grass

　　　　　and soil over them and the soil　becames soft and swells to keep the

　　　　　proper humidity. This　would　allow　the　underground　stalk to grow

　　　　　freely･ . Also　the　method　is　simple　and　therefore　the　Kyoto　style

　　　　　mending method was adopted in the Ryukyus.

　　　3. Considerable progress can be shown in weak forests like this experim

　　　　　ental station　if　the　spreadof grass and the cover of soil　are　practised

　　　　　each　year.

　　　4. The decission of the quantity of　grass to　spread　per one　tsubo wil

　　　　　bereported in ９ 1ater investigation

6〔〕一



　　　　　　　　木麻黄の移植試験について（第三報）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　国　　吉　　清　　保

　　　　　　Regarding the examination of transplantation of the Casuarina

　、　　　equisetifolia　Foresrer.(third report)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　By Seih'oKuniyoshi

　　　l.ま　え　が　き

　樹木の移植について最も必要な事は其の地方の気候と樹木の性質を知って適期に移

植する事が一番大切である。適期比移植しすこものは活着率が大きく生長も良好であ

る。それぞれの適期を見出そうとするのが、この試験の目的である。本年度は特に枝

条を全部剪定して本幹を剪定しない処理法も加えて試験した。

　本報告は試験が一応完結したので過去ろケ年分をまとめた。

　　　２．　試　験　材　料

　　学　　　名　　　Casuarina equisetifolia Forester

　　和　　名　　モクマオウ

註　1一年生の床替苗で直径1 －1.５ｃｍ種度樹高60―70cmのものを選定した。

　　　３．　試験方法・

　毎月下旬比移植をなしj次の４種に分けた。

Ａ　根　剪　定

Ｂ
　
Ｃ
　
Ｄ

･
５
^
　
　
　
　
　
-
＾

樹高音剪定

樹高１中部剪定

樹高音剪定

根だけ剪定し7こもの

　(過度剪定のもの)

　ヽ(中庸剪定のもの)

ヽj(普通剪定のもの)

　　Ｅ　全く剪定しないもの

　　Ｆ　根剪定及枝条全部剪定して本幹を剪定しないもの

　各種共10本宛移植した。植付はねり植にした・　　　　　　　　　　　　、

　濯水除草等の管理は一様にし、調査は植付後ろケ月目に行い生育状況等を比較観察

しすこ。

　　４．　試験場所及試験期間

　Ａ　試験場所　　小禄蔡温苗畑内

　Ｂ　試験期間　　　1954年7月-1955年2月

本年度は苗木需給の関係で試験は２月で打切った。
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　　　５．　移植と気象　　･。

　移植の活着を左右する最も大きいものは気象因子刄殊に湿度と風速は関係が深い、

木麻黄は熱帯植物である関係で過去ろケ年間の成績によって明らかな通り活着成績は

寒風によって左右される事が多い。･那覇市に於ける1954年７月から1955年６月までの

気象状況を示すと別紙の通りである。

　　　6.　試験成績及結果

　本年度の試験成績を月別に列記すれば次の通りで苗木処理別欄の項目は記号で表示

する。　　　　　、

根剪定　樹高晋

根剪定　樹高１

根剪定　　樹高１

根だけ剪定

全く剪定しないもの

剪定

剪定

剪定

根剪定及び枝条全部剪定

ア　月　分

をＡとする

をＢとする

をＣとする

をＤとする

をＥとする

をＦとする

試　　験 成　　績

苗木処理別 備

Ａ
　
Ｂ
　
Ｃ
　
Ｄ
　
Ｅ
　
Ｆ

　
　
　
　
　
　
一

８　月　分

剛直本数

-

　　10本

　　10

　　10

　　10

　　10

　　10

枯損本数
一
　〇本

１
　
ｎ
／
』
　
４
　
（
’
｀
．
）
　
０

活着本数
一
　10本

○
／
　
Ｑ
Ｕ
　
ｙ
Ｏ
　
「
／
　
０

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１

活着率
-
　100%

　90

　80
０
　
０
　
０

／
０
　
７
　
０

　
　
　
　
　
　
　
１

苗木処理別 備 考

Ａ
　
Ｂ
　
Ｃ
　
Ｄ
’
Ｅ
　
Ｆ

移植本数
一
　10本

　10

　10

　10

　10

　10

／

枯損本数
-
　０本

１
　
ｈ
Ｏ
　
　
　
　
■
？
-
　
　
　
　
Ｖ
-
　
　
　
Ｔ
-

活着本数
一
　10本
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０
７
　
７
／
　
９
　
９
　
ｎ
７

活着率

一

　　10〔〕％

　　9{}

　　70

０
　
０
　
０

９
　
ｎ
７
　
０
７



９　月　分

苗木処理別

Ａ
　
Ｂ
　
Ｃ
　
Ｄ
　
Ｅ
　
Ｆ

10　月　分

苗木処理別

Ａ
　
Ｂ
　
Ｃ
　
Ｄ
　
Ｅ
　
Ｆ

11 月　分

移楠本数
一
　10本

　1口

　10

　10

　10

　10

移植本数
一
　10本

　10 ･

　10

　10

　゛10

　10

枯損本数

本０
　
ろ
　
２
　
２
　
ろ
　
０

枯損本数

本２
　
２
　
５
　
７
／
　
フ
ｙ
　
Ｚ
Ｊ

活着本数
-
　10本

（
／
ｙ
　
Ｑ
）
　
Ｑ
Ｕ
　
７
／
　
０

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１

活着本数

本８
　
８
　
５
　
１
Ｔ
）
　
　
　
Ｎ
Ｏ
　
　
　
　
ｒ
／

活
着率

･←-=--=-4

10[]％

　ﾌﾛ

　8〔〕

　80

　70

10〔〕

活着率
-
　80％

　80

　5〔〕

　50

　50

　70

備

備

考

考

苗木処理別

Ａ
　
Ｂ
　
Ｃ
　
Ｄ
　
Ｅ
　
Ｆ

12　月　分

苗木処理別

Ａ
　
Ｂ
　
Ｃ
　
Ｄ
　
Ｅ
　
Ｆ

移植本数

-

　10本’

　10

' 10

　10

　1〔l

　10

移植本数
-
　10本
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　10

　10
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枯損本数
一
　４本

０
　
り
／
一
　
４
　
４
　
０
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１
　
２
　
６
　
６
　
／
｀
Ｕ

活着本数
-
　体
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0
０

　
　
　
Ｎ
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Ｃ
Ｄ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
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４
　
４
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　　ゝ-
活着率
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０
　
０

０
０
　
　
　
Ｎ
Ｄ
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●

活着率
一
　70％

　90

　8[]
Ｏ
　
ｎ
Ｕ

４
　
４

40

備

俤

考

考



１

月　分

苗木処理別

Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
Ｅ
Ｆ

２　月　分

苗木処理別

Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
Ｅ
ｊ
Ｆ

移植本数
-
　10本

　10

　10

　10

　11〕

　10

移植本数
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枯損本数

０
　
１
　
１
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／
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１
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本
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０
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Ｎ
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Ｏ
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O
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-
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９
　
０

　
　
　
　
　
　
　
１
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活着率
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０
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０
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９
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ｎ
７

０
　
０
　
ｎ
Ｕ

０
　
０
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1
1
1

Ｂ試験．成績；

　　1954年７月-1955年２月まで　　　１

　　　　　　月　別、処　理　別　活　着　表

備

備

考

考

苗木処
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順

Ａ
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Ｃ
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9
0
9
0
9
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8
8
5
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ｎ
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０

０
　
７
／
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Ｕ
　
Ｑ
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１
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10月

０
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ｎ
Ｕ

ｃ
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ａ
Ｕ
　
」
Ｏ
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ろ0
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11月
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100
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／
ｏ
　
　
」
ｎ

アー／
○
　
｛
／

」
ｎ

Ｉ７
｀
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｝
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０
０

12月

一一

　70

　90

　80

　40

　40

０
　
０
　
／
○

４
　
／
○

１月

一

100

　90

　卯

　80

　90

　90

　90

2

２月

一

100

　卯

　90

100

1圖

100

96

　1

平均

一
88.9

88.9

ｱｱ.5

67.5

68.7

86.2

79.6

　－

順位

１
１

h
Ｏ
　
　
　
」
Ｏ

４
　
２

一

一

※なおろ月～６月ま恰は苗木の関係で試験出来なかつたが過去２ヶ年の成績では活着

　成績は良好である。　・　　　　　　　　　。，

Ｉ。：Ｉ● 64－



ア

ろ’ケ年間の成績表

ﾑﾆ
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均率

三均
U

平牢

順

位

Ａ

初年度
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●

ｌ
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月
別
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着
率

初年度

　２　４･

　５　々
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52

90
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100

　96

96
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106

100

90

％

100
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100

88

88
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　48

　,8ろ

80
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56
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･88

76

72
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60
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79
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●
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平均月別
活着率

47.3 98.6 98 94 100 9591.5 92 ｱｱ ｱ4 ｱﾌ.ろ ｱ4.6

順　位 12 ２ ５ ４ １ ５ ７　６ ９ 10 ８ 11

　成績表でみるように過去５ヶ年間の成績は２月｀８月までが比較的成績力丿良く９月

から１月までは成績が悪く殊に１月は成績が悪い。処理別に見るとＡ、Ｂ、Ｆ、Ｃ、

Ｄの順である。

　　　８、　結　　　び

　過去２ヶ年の成績では２月～８月及び10月～12月が移植適期で９月、11月、１月が

不適になっていたが今年度は１月、２月、８月、11月が適期で９月、10月、12月が不

　　　　　　　　　　　　　　　　　－｀65－
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Summary:

　　　1.This examination has been conducted　to learn　the best methods of

　　　　　transplantingthe Casuarina equisetifolia(Mokumao) and the suitable

　　　　　season　oftransplanting･

　　　2.　Asthe measure of the examination, a certain number of plants have

　　　　　beentransplanted in six different dispositions.

適になっている。過去5ヶ年間の活着率の平均では2月～8月までの方が成績が良い。

琉球においては降雨量と寒風を勘案して移植すれば成績は良好である。

　処理別'にはＡ、Ｂ、Ｆ、Ｅ、Ｃ、Ｄの順である。移植苗は出来るだけ剪定して植栽

した方が活着成績は良いが活着後の生育状況よりみるとＢ、Ｃ、Ｆの処理で移植し7こ

方が生育は良好である。

１

２

那

覇

　9・　摘　　　要　・

本試験は木麻黄の移植処理方法及び移植適期を知るために実施した。

試験方法として毎月一定の本数を乙種の処理法で移植したd
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地拵別に依る琉球松の播種試験について

　　　　　　　　　　　　真　栄城 守‥金

　　　　　　　　The examination of the seeding of the Ryukyu pine trees in

　　　　distrinction grouad｡

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　By Shufcin Maeshiro

　　　l.は　し　が　き

　沖縄本島特に国頭地方における琉球松の造林は、植樹造林よりも播種造林の方が成

績は良いといわれている。勿論琉球松だけに限らず、すべての植物特に樹木において

はそうであると思う。植樹造林は樹木自体からすれば実際無理なことである。何故な

らば吾々人間の目的達成のために今まで自活の根拠地として成育しつつある処から他

へ移動させられる。つまり移植されるということは如何に吾々人間の技術が進んでい

るとしても樹木自体からすれば不自然な出来事であ｡ると思う。兎角吾々が不自然な事

を自然と全く変らぬようにしても、それは量が問題である。っま4）量が多くなればな

るほどあらゆる障害が加算して来る。

　それで量の問題であるが盆栽とか、見本園とか、屋敷林、街路樹とかい汐だような

少量なものであるならば、あらゆる面から技術的にも吟味されて移植も百％近゛くまで

成功するかも知れないが、しかし一般に造林するといえば数町歩或は艶拾町歩、数百

町歩にも及ぶ場合が多い。特に一般造林は経済林である淘ら成可く費用のかからぬよ

うにするのが吾々の常識である。

　それで琉球松の造林に当っては植樹造林よりも播種造林の方が経費も少くて成績も

良いから播種造林でなければならないということになる。

　それでは琉球松の播種造林はどんな方法で播種すれば良いか、つまり播種前の地拵”

えの方法であるが戦前から松の種子を播く時は焼いてから播かなければならないとよ

く古老からいわれたものである。

　全面焼払いして播けば発芽もよく、発芽後の成績もよいとのことである。焼払った

ケ所は成績は一見して良いように感じられる。｡それで今回地拵別による琉球松の播種

試験を実施したが、その方法、成績は次の通りである。

　　　2.　地　拵　方　法

　地拵方法は要造林箇所1.5haを選定し内ｌｈａを全面焼払い0.25haを全面刈払い0.5を

条刈にした。全面焼払いは最初に草木を全部刈払づて後火入れをし全面焼野原に｡した

。また全面刈払いは焼払い箇所と同じく全面にわたって草木を刈払った。それから条

刈は１間置きに１間巾の条刈りをした。

　　　3．　播　種　方　法

　前記２項のように地拵えをし、しかる後３箇所共１間置き（１坪１穴）に穴を掘り

　　　　　　　　　　　　　　　　　― oi ―



よく土を砕き、あらかじめ準備した種子を1穴5粒宛播いて覆土し足で軽く鎮圧した。

　　　4.　管理法と発芽成績

　　Ａ　管　理　法

　本試験は!951年12月に地拵えを始め播種は翌年1952年１月に実施したが播種して１

ヶ月後に雑草を刈払い、刈払いした草は植穴の周囲を覆い乾燥を防いだ。それから１

～２年目(1952年～195ろ年）はろケ月に１回、つまり年４回、ろ年目(1954年）は４

ヶ月に１回、年ろ回、４年目（1955年）は年２回の手入れをやり、５年目からは手入

れを巾止し蔓切り程度に止めたいと思う。該箇所の管理は普通造林地と同じ管理法で

別に変つ7こ管理はやつていない。

　　Ｂ　発芽成績

　ろ区共標準地を50坪宛選定区画し、その区画内の発芽本数を２ヶ月目に調査したが

その発芽成績は次表の通りである。

地　拵　別
-
全面焼払区

区
区
刈
刈
全
条

播種粒数
-
　250粒

　250

　250

発芽本数

一

　24Z本

■ 204

　142

発芽率
-
98.8%

／
０
　
９
／
』

　
　
・
　
　
一

Ｉ
　
フ
／

０
０
　
　
　
」
Ｏ

　備　　　　　　　　　　　考

播種粒数は１穴５粒宛の5口穴分

　　　5.　発芽後の成績

　前記の通りの発芽成績犀なっているがその発芽総本数に対して各木毎に番号を附レ

播種後ろ｡5年目1954年７月から1955年ア月まで１年１ヶ月間にわたり上長生長を毎木

調査してみたがその調査成績は次表の通りである。

調査開始当時の各調査区の立木本数と平均樹高は

区
区
区

刈
刈
払

　
　
焼

全
条
全

１
．
2
.
t
o

204本

142･夕

24Z夕

0.57m

0.52//

0.92//

　　Ａ　調査方法

　先に発芽成績を調査した各区の標準地区内の立木に対し調査番号を附し毎月一定し

た日を設定して各区毎の各立木毎に折尺を以て毎月の上長生長を測定しその成績を各

区の調査野帳に記入して置いた。

　各区の各月別の調査政績は次表の通りである。　　　　´

　　Ｂ　各区の月別成績表
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10　月

11六月

12　月

1955年
１
　
Ｃ
Ｓ
Ｊ
　
　
　
Ｋ
＞
　
　
　
-
＾

月．

月
月
’
月

５　月

６　月

ア　月

０

０

０

64

65

66

0｡67

0.67

0.73

0.79

0.82

0.84

0.9[]

0.35

0.36

0.56

0.56

0.36

0.39

0.41

0,4ろ

0.43

0.45

1.00

1.02

1.02

1.05

1.05

1.09

！.16

1.19

1.22

1.24

焼払区１本枯死

焼払区２本、条刈区１本枯死

全刈区１本枯死

条刈区１本、全刈区１本枯死

※1.　上記各区の月別における樹高は平均樹高で小数点ろ位以下は四捨五入した。

　２．調査期間内に枯死したものはその枯死と認められた月から調査の対照にはして

　　　いない。

Ｃ。　平均樹高生長曲線

７ ８
　9　、10　11　12　j　　2

α、全焼払区　ｊ･、全刈Ｅ

69－
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　　　６．試験地の地勢

　該試験地は南一明治山試験林地の南端に位しヽ土質は古世紀層の国頭７－ヂである。

地味は膚地で分水嶺をなしており自然に生育する雑草木でさえ余り繁茂し得ない状態

である。特に琉球竹やススキが多く造林木に相当の被害を与えている。

　また分水嶺をなしている関係か乾燥が甚だしく普通一般の樹木も植樹してみたが成

績が良くなかったので今回府地、乾燥地でも生育可能､な琉球松の播種を実施したので

あるが、今までの成績は前記のようになっているが今後の成績jは土地が余り良くない

のでどうかと思う。

　　　７．　結　　　び

　本試験は1952年１月に試験を開始したがその試験結果は発芽においては焼払区の方

が一番良く全刈区条刈区の順になっている。また発芽後の上長生長も発芽成績に準じ

焼払区が良く全刈区、条刈区の順になっているが播種してから４年フケ月目17）各区の

平均樹高は焼払区が1。24m、全刈区が0.90ni、条刈区が0.45mとなっている。この試

験結果からすれば沖縄北部における琉球松の造林は全面焼いて播種した方が発芽も良

く、また発芽後の成績も良くなっている。

　しかし何故焼いて播けば成績が良いのか、それは今後の研究に待たなければならな

い。

　それから播種して５．５年目から１年１ヶ月にわたり各区の上長生長を調査してみた

が、その結果からすれば上長生長は１年を通じ生長し全ぐ停止することはない。

　しかし時期によりその生長量は相当の差がある。即ち各区共｡ろ｡月４月が生長旺盛で

12月１月２月は殆んど停止状態にある。この試験は特に北部にお討実紅じだかｃ々

後、申南部においても実施すると共に何故焼いて播けば成績が良いのか、なお調査研

究するつもりである。

　　　８．　摘　　　　要

１．本試験は琉球松の地拵別による人工播種試験を実施した。

２．地拵えの方法は全面焼払区、全刈区、条刈区のろ区に分けた。

３．播種は１坪１穴で１穴の播種粒数は５粒宛にし鍬で穴を掘り、よく土を砕いてか

　ら種子を播き覆土して足で軽く鎮圧した。

４．本試験はまだ完了していないが、琉球松を造林するにはどんな地拵方法が良いの

か、それを知りたいためである。　　　　　　　　　　　　　　　‘

Summary:　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

　　i.　This examination was conducted in regard to the artificialseeding of

　　　　the Ryukyu･ pine tree in distinction of ground.

　　2. The methods of localization are three: 1) Entire burning of the grou

　　　　nd2) Entire cutting　of　the　ground　and　cutting　the kinds of small

　　　　bamboo。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　－､70－



3.　The propagation was made by putting five seeds each in holes which

　　　had been dug one per one tsubo. The ｈｏ卜swere dug with ａ hoe and

　　　the　soil　was　broken　Will. Thea the ｓｅうiswere put　into the holes.

　　　thedug soil returned and tamped lightly.

４.　Though　this　examinti叩　is　ｎｏｊ!:　yet’comp!eted, it has been for the

　　　purpose of learning what　ground is the　best to　afforest the Ryukyu

　　　pinetree.

回全面焼jﾑ区‰ぶ口1回溜

全　　刈 ｚ‰樹訓四溜
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条　刈 lｘ瓢。帽回ぴ

全面焼払ケ所で調査区外の　樹　令　４年アケ月
成績優秀なケ所　　　　　｛平均樹高目測　2.50m
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苗畑に於ける木麻黄稚苗の立枯病防除について

外　　間 現　　誠

　　　Study of Damping-off and Root rot of Casuarina equisetfolia

Seedlings in the Nuseries.

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ByGensei Hokama

　　　１．　緒　　　、言

　春季播種苗畑に於いて発芽後間もない木麻黄の稚苗が比較的短期間に続々と倒伏腐

敗したり残存した稚苗がその後地面に近い茎から次第に褐色に変じついに枯死するの

をよく見受けるので当試験場では琉球に於ける本病の全貌を明らかにしその適切な防

除法を攻究する目的を以って基礎的研究に従事しているが着手後日浅くまだ結論は得

ていないが、国頭地方並蔡温苗畑を実地調査した結果本病被害の大きい｡こ｡とは決して

軽視し得ない現状にあるので本病防除の重要性を認識する材料にもと考えて筆者の断

片的な観察及び試験成績を取り纒めて報告し苗畑経営の参考に供したい。

　　　2･　本病に依る被害苗畑の状況

　筆者は1954年３月･に南部営林所管内の蔡温苗畑を調査しi^1954年５月に北部営林所

管内の名護苗畑並に名護町、金武村の直営苗畑を実地調査した処各苗畑の被害は甚大

なものであった。同一苗畑に於いても各苗畑畦ごとにその被害程度に大差がある。併

し何れの苗畑に於いても被害は最少40%-6Q%であり局所的には8〔〕％以上の激害地も

ある。

　　　3.病　　　　状

　本調査に依る木麻黄の立枯病は苗の生育段階及び病状によって次の如く区分でき

る。

　　（ｲ）地中腐敗型

　地中で種子の発芽後間もなく幼根が病原菌によって侵され地上に現われる前に枯死

腐敗するものである。本病は地下に於いて起るため直接観る機会がなく考慮に入れら

れない場合が多いが其の被害は甚大なものである。

　　㈲　倒　伏　型

　苗が地上に現われて後地際に近い茎部及び根部が侵される茎の地際に近い部分が侵

された時は其の部分は顕著にくびれ次で糸の様に細くなり地面に倒伏し遂に腐敗消失

してしまう。

　　○　首　腐　型

　発芽後幼植物が地上に現りれる前に子葉或は幼茎上部が侵される場合を言う。
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１

４

木麻黄稚苗の立枯病防除試験成績

　本試験は蔡温苗畑内に於いて木灰粉末区と硫黄粉末区との効果を知る7こめに施行

した其の成績は第１表の通りである。

　　　　　　　　第１表　木灰粉末及び硫黄粉末撒布区の成績表

処　理　別
-
木灰粉末

硫黄々．々

無　撒　布

供試本数
-
　60本

　49

　100

健全苗本
-
　54本

C
Ｍ

　
Ｃ
Ｄ

４
　
ｃ
／
｀

被害本数
一
｀26本

７
　
０

　
　
　
　
０
Ｕ

調査年月日

被害率
-
　　45％

　　14

　　80

備　　考

一
1954年1月播

1954年４月～1954年ア月

匈　上記第１表の成績は1954年２月M1954年７月迄６ヶ月間蔡温苗畑内に於いて南部

　管林所が施行した資料を取った。

(口)本試験は発芽後１ヶ月目に木灰、‘硫黄粉末を床面に坪当り木灰６合、硫黄２合を

　撒布した。

０　本試験成績表から見た場合において硫黄粉末撒布区が14％の被害を受け次に木灰

　粉末撒布区が43％で無撒布区は被害甚大で80％と言う被害を受けた。

１　４斗式ボルドー液撒布区と無撒布区との効果比較試験について。

　　　　　　　　第２表　４斗式ボルドー液撒布区と無撒布区の成績表

処　理　別 被害本数 備　　考

ボル

撒
無

液
区
　
一
ド
布

撒布区｜

撒布回数

調査年月日

供試本数

¬

　1,54〔〕本

　1,540

健全苗

〃

　1,240本

　　196

1954年4'月26日　５月10日

1954年７月

500本

1,544

６月14日

被害率
¬

　194%

　80.7

　計ろ回

（ｲ）本試験ほ1954年４月より蔡温苗畑において実施しに・　　　　　ご

（口）本試験は100坪中の試験区から10坪の標準区を設置して調査した。

０　本試験は同一苗畑内にボルドー液撒布区と無撒布区とを設けて調査した。

　　　5･　結　　　　び

１．前記の通り木麻黄稚苗の立枯病について蔡温苗畑、名護苗畑、金武村直管苗畑内

　において実施調査した結果、琉球において次の５型が判明した。　　　　　　。

　　（ｲ）地中腐敗型　（口）倒伏型　　㈲　首腐型

２．本試験において木灰粉末及び硫黄粉末撒布区の防除効果を比較調査し7こ結果、硫

　黄粉末撒布区が14％の被害率で成績良好であった。

３．本試験においてボルドー液撒布区と無撒布区との防除効果を比較調査した結果ボ

　　　　　　　　　　　　　　　　　ーフ4－



　ルlj一液撒布区が19.4%で無撒布区は80.7%の被害を受けた。

４．　本試験成績表から見た場合において各種薬剤撒布区に比較し無撤布区は大害を受

　けているので今後の苗畑経営には少なくとも年１¬２回の薬剤撒布が必要である。

　　　6．摘　　　　要

１．本試験は1954年に北部地方並に南部地方の苗畑で実地調査した結果各地の苗畑共

’甚大な被害を受けているので本病防除の早期効果を知るために蔡温苗畑内で本試験

。を実施したが試験期間も僅か１ヶ年で未だ結論を得るに至っていないが苗畑経営の

　参考迄にと思って今迄の経過を一応取纒めたのである。・

２．　本試験において各種薬剤（ボルドー液、木灰粉末、硫黄粉末）の効果が分った。

　特に本病の防除にはボルドー液と硫黄粉末が有効であった。

5.木麻黄稚苗の立枯病は種子が発芽してから１ヶ月目迄が一番多いので播種前に種

　子消毒を行ない次に発芽直後薬剤（ボルドー、硫黄粉末）撤布を行なう。

４．木麻黄稚苗の立枯病は次の条件の所に多く発生する。

　　（ｲ）連作した所　　㈲　湿度の高い所　　０　乾燥地

　　　７．　参　考　文　献

１．伊藤　一雄　苗畑病害論

２．樋浦　　誠　　植物病原菌類

summary:

　　　1. As ａ result of-the investigation of 1954　conducted　in　the　seed-beds

　　　　　ofthe northdistrict, and of the north .district.it was found that each
　　　　　seed-beed had　suffered great damage, and therefore this examination
　　　　　was conducted in the Saion　seed-bed in　order　to　learn ａ preventing
　　　　　measure at the　earliest　opportunity.　However, the　duration　of　the

　　　　　examination was only　one　year　and　so　the conclusion has not been
　　　　　reached yet. As the reference　for　the　managing of sed-beds, process
　　　　　being conducted heretofore has been set downin outline.
　　　2. In this examination, the effects of various medicines nave been disco

　　　　　vered, such　as　bordeaux　liquid, wood-ash-powder and sulphur powder.
　　　　　To prevent this cisease, bodeaux liquid aud sulphur powder are speci
　　　　　allyeffective.

　　　3. The withering of the young plants Casuarina equisetifolia(Mokumao)
　　　　　ismostly found　between the　time　of　their　buddingand　one　month
　　　　　after.The bordeaux liquid and sulphur powder will be applied immed
　　　　　iatelyafter the　budding　and　the　young　plants　will　be　disinfected

　　　　　beforepropagation.
　　　4. The withering of the young plants of Casuarina equisetifolia(mokum
　　　　　ao) occurs mainly under the following conditions.
　　　　　　　　1．　1n　theplace　of continual productions.

　　　　　　　　2.In the place of high humidity・
　　　　　　　　3.　1n　theplace of aridity.

－ｱ5－
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